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備 ・角客放 してもらえることになりまし
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大阪・関西万博を釣りの未来に活かせるように

新年明けましておめでとうございます。

港湾局との話し合いの場となる 「大阪湾釣り関係者会議」

に全釣協代表として出席し、釣り場の継続とさらには解

放に向けた検討を依頼していますがなかなか難しいよう

です。しかしながら釣りの末来を考えれば今後も継続的

な話し合いが必要不可欠かと考えております。

さて、2025年4月には大阪 ・関西万博が始まります。

釣りへの影響としてはテロ対策にともなう立入禁止区域

の指定が挙げられるでしょう。特に会場 (夢洲)周辺の波

止渡しが制限されることは渡船業者にとつての死活問題

です。すでに半年程前から万博最終日までの渡船が禁止

されており、警備船での監視もおこなわれていますが、
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た。万博終了後はこれまでに加え、当代替地も継続利用

できるよう依頼 していますがそちらは難 しいようです。

大阪港のような大都市の海でしかも岸からブリクラス

の大型魚が釣れるような場所は世界的にも珍 しく、海外

から来 られた方々もきつと驚かれるのではないかと思い

ます。大阪 ・関西万博が大阪の海の価値を知 られるきつ

かけとなり、大阪の釣 りの未来が明るいものになること

を願つてやみません。

それでは今年も、安全に釣 りを楽 しんでください。

~~~~十 ‐ 令和6年度の活動紹介 ‐―一一一一

JOFI大阪 釣リインストラクター inフ ィッシングシヨー大阪2024は 62/3・つ

船釣り教室講師応援 体験マス釣り応援
JOFI大阪インス トラクター4名で 「体験仕掛け&釣 り方教室」

を担当。 「季節ごとに変わる船釣りの基本」の講義を1日2回、

2日間実施して計60名の参加者がありました。

大阪湾の船釣 り発祥の歴史から、紀淡海峡のオニアジ ・メバ

ル ・ガシラ釣りの紹介。さらに、船長がどのように魚を釣らせ

ようとしているのかや、基本的な胴突き仕掛けの作り方では参

加者と一緒にハリ結びをおこないました。

難しいのは、マイボー トをお持ちの方から乗合船未体験の方

まで、参加者のレベルがさまざまな点。しかしながら今年は、

ボー ドやパネルの小道具で具体的にお見せすることで、より好

評をいただけたようです。講義後の質問も多くあり、船釣 りを

始めたいというご夫婦に小川インス トラクターが居残 り解説さ

れていたのも印象的でした。

来年も参加者のみなさまにさ

らによろこばれる講義ができる

ように、研鑽を深めていきたい

と思います。

(報告 :南)

昨年の経験からか、今年は予想以

上に楽しみながらサポー トができま

した (※個人の感想)。JOFI大阪か

ら4名の他、ヒューマンフィッシン

グカレッジの学生および学釣連、」0

FI奈良からの応援がありました。

両日共10100前後よリスター ト。

15分おきにお客さんが入れ替わり、

1サポーター当たり1日約20名程度。2日間、全体で計850名程度

のマス釣りをサポー ト。メインはエサ付けと釣れた魚のハリは

ずし。状況に応じて他にも手助けをしますが、できるだけ 「自

分で釣つた 1」感を味わっていただけるように心がけました。

マスがlヵ所に固まったりするなど、食い渋る時間もありま

したが、個人的にはボーズなく2日間を終了。わずか15分間の

本当に短く慌ただしい時間の中で、 「魚釣 りつて楽しいな」

「また釣り、してみたいな」と思つていただけたのなら幸いな

のですが。

(報告 :室井)
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第28回JOFI大阪定時総会を3月24日に開催 Q6-3/2つ
出席者12名、委任状27名の合計39名で、出席率は813%。

成立条件を満たし、開会が宣言されました。

綿井代表の挨拶に続き、塩見相談役からもお言葉をいただ

いた後、小川事業部次長が議長に選出され、了承を求める事

項から議事に入りました。

高木事業部長より、第一号議案 「令和 5年 度事業報告」。

すべての事業が無事故で終了したことに感謝し、来年度へ向

かつていきたいとの報告があり、第二号議案では日隅広報部

長から広報関係の報告がありました。

第二号議案は、財務部長代行の物部胤三事務局長による会

計報告。大阪南港魚釣 り因護岸倉庫から東住吉の新倉庫への

荷物移転に関する詳細な説明もあり、活動が活発に実施され

たと報告がありました。

第四号議案では、辻監事に2月9日～17日まで自宅で監査を

していただき、 「平成5年1月1日から12月31日までの、現金出

納帳と各種金融機関口座及び収支計算書類を監査した結果そ

の内容は正確かつ適正なものと認めます」との監査報告をい

ただいたことを、当日欠席の辻監事に代わり物部事務局長か

ら報告されました。

今年も腐敗した大量の放置ゴミと悪臭との格闘です。私たち

の担当は常吉大橋付近。6名のメンバーが8:30に 現地集合。主

催の日本釣振興会大阪府支部魚矢顧問から挨拶があり、清掃区

域の指示とともに清掃用具やゴミ袋などが配布されました。

サビキ釣りの季節ではないのでアミエビの腐

臭は嗅がなくて済むと思いきや、BBQの残飯に

虫が湧いています。マスク越しの悪臭をこらえ

ながら、その山を解体、袋詰め。使用済ガスボ

ンベは危険物として別途回収。放置ゴミがすべ

ててなくなったときは感動しました。

2

収集ゴミを回収してくれる業者を待ち、10:30に終了。とこ

ろで、釣 り場の釣り人は、私たちがゴミを拾つていても無関心

です。西宮ケーノンで

の清掃活動時はお礼を

言つてもらつた り、参

加もしてもらえました。

それでも今年、西宮ケー

ノンは釣 り禁止になっ

てしまったというのに。

(報告者 :南)

以上、了承を求める事項の議事は満場一致で終了。

決議を求める事項では、第
一
号議案 「令和 6年 度事業計画

(案)に関する件」が高木事業部長から説明され、第二号議案

「令和6年度広報誌発行計画(案)に関する件」については田隅

衛広報部長からの説明とともに、インターネットラジオ収録

に各支部会員協力の依頼がありました。

第二号議案 「令和6年度収支予算計画 (案)に関する件」およ

び、第四号議案 「令和 6年 度新役員(案)に関する件Jに つい

ては、物部胤三事務局長より説明がありました。第四号議案

において、綿井代表より 「イベント開催時に出席できないこ

とがあり扇」代表を選任したい」との提案があり、物部前事務

局長、高木事業部長、日隅広報部長を指名。ほかの決議を求

める事項と併せて決議

し、令和6年度の決議

事項を全員一致で終え、

新しい一歩を踏み出し、

無事閉会しました。

(報告 :事務局)

湾韓コド こどもの日に今年初の魚拓体験教室を南港で実施佃6-551
毎年5月～10月の期間中、月に1回程度、日曜日に大阪南港魚

釣り園護岸にて実施している魚拓体験。今年初の実施は5月5日

「こどもの日」。釣 り場が工事で狭くなっているうえに、GWの

人出が重なり、入場制限になりそうな賑わいでしたが、数年恒

例だった春の青物も今年は音沙汰なく、サビキも不調続き。釣

果がなければ魚拓も取れないわけで、どうなることかと思いま

したが幸い今朝、ある程度まとまった数のカタクテイワシの回

遊があったとのこと。また、大学生が

早朝にアジングで、28 c mのアジをグッ

トされていました。

期待を込めて9: 0 0前 よ りまず、初

心者釣 り指導と安全指導

で釣 り場を巡回しました

が、釣果は早朝限 り。

(これは夕方までダメか

な ?)と 魚拓の方も諦め

かけましたが。

10i30過 ぎより再度巡回すると、先ほどとは一転、大和川尻

の護岸でカタクチイワシとアジが 1魚 拓体験にも終了間際に、

1組のご家族が参加してくださいました。お母さんが言 うとこ

ろの 「魚のハンコJを 姉弟でワイワイ楽しんでもらえました。

(報告者 :室井)

荘韓担ド 釣り場のゴミ拾い「大阪湾クリーン作戦」に参加は6-6/〕
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日本ボーイスカウト大阪連盟く釣り章〉座学講習を実施佃67/翔

当日は24名の受講参加があり、JOFI大阪から6名の釣 リイン

ス トラクターが応援。開会式でのインス トラクタ
ー紹介の後、

午前中は釣 りの基本 (心構えなど)と その歴史、釣 り人とし

て守るべきルールと必要なマナー、釣りに必要な物や釣 り方

の方法、釣場での注意事項、釣 りの特殊な言葉などを講習し

ました。

午後はルアー ・フライフィッシング、釣 り以外での魚の捕

獲方法、魚の調理などを担当インス トラクターから説明。そ

の後、各自で胴付き仕掛けの作成実習となり、インス トラク

ターが個別に仕掛けづくり指導をしましたが、慣れないこと

もあり悪戦苦闘した受講生もいたようです。

本 国参加いただいたみなさまには今後、ルールやマナーを

守り、自ら考え ・行動できる若き釣り人として大いに期待し

大阪湾稚魚放流事業

(主催 日本釣振興会大

阪府支部等)は、1983年

8月全国に先駆け実施さ

れ、全国各地に共感を

呼び、すでに40回以上

の実施実績があります。

当日は、猛暑 日でしたが関係者全員少しでも釣 りの発展に

なればとの思いで、ボランティアと大阪釣船業協同組合の協

力を得てメバル7000尾、アコウ6000尾をコスモスクエア周辺

や舞訓‖スリット、岸和国港周辺に放流しました。

近年、メバル、アコウは釣 り人の間では人気魚種になって

お り、この稚魚達が大きく育ち、釣 り人やボランティアの食

卓に登場すればと願います。

6月末にも実施しており、今回は2回 目となります。

学校のマイクロバスで生徒さんたちが到着後、売店前で注意

事項や危険な魚などを説明。パンフレットを配布 した後、各

自で竿 ・リール ・エサを持ち、釣 り場へ向かいます。釣 りの

内容はサビキ釣り14名・胴付き1名です。前回に引き続いての

参加者も多く、スムーズに釣りが始まりました。

当日は9:00頃 が満潮。

最初は魚信もあま りあ

りませんでしたが、エ

サを撒 くにつれ魚 も集

ま り始めボチボチ釣れ

始めました。サバやサノ

パが釣れ始めたため、

タナを多少浅めにする

大阪湾稚魚放流事業に協力参加は6-8/2〕

控韓田洋 南港魚釣り園護岸で精華高校の釣り教室に協力 は6-9/の

たいと思います。

なお今年度は、理解度テス トの時間を仕掛けづくり実習に

あてるとともに、後日、本 日の講義を踏まえて自ら回答する

レポー トを提出することに変更しました。

受講生からは 「知らないことも多く勉強になった」等の感

想、ボーイスカウ ト大

阪連盟からはお礼の言

葉をいただきました。

9月 29日 (日)には大阪

港で実釣を実施する予

定です。

(報告 :小川)

前年に南会員が報

告 されていましたが

「これからの釣 り人

は、自分たちの好きな魚を釣 りのためだけではなく、もつと

視野を広げて遊漁と漁業、それを取り巻く自然環境保全の目

標に進んでいかなければいかないと感 じています。在来種と

してその海に住んでいたのに乱獲でいなくなつてしまつた魚、

遊漁としても漁業としても産業価値が高く、利用制限が確実

にできることで成功を収め、現在は自然繁殖も確認 されつつ

ある東京湾の トラフグのような市場価値と環境価値がWINWIN

となった放流事業に進んでいけるように、今後は」OFI大阪と

してご協力できたらと感 じましたJを 再認識 し、釣 り人から

海の自然環境保全を守る各種イベントに、参加協力しようで

はありませんか。 (報告 :物部)

よう指導 したところ、多く

の生徒に魚信があり、短い

釣り時間ではありましたが、

全体では22匹を釣ることが

できました。

11:15に 終了後、売店前

で終了式をおこない、学校

のマイクロバスで帰途につきました。当日は快晴で風もほと

んどなく、真夏のような暑さで熱中症が,い配されましたが、

無事に多くの釣果を確保することができました。生徒達の若

者 らしい爽やかな笑顔が印象に残 ります。当日の様子は精華

高校のHPに も掲載されてお ります。酷暑の中、大阪南港魚

釣り園護岸のスタッフの方からも応援をいただきました。み

なさまおつかれさまでした。 (報告 :小川)
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類塾子ども釣り体験教室をサポート佃69/10

9月16日(日)、淡輪ヨットハーバ桟橋にて小3～中学3年生47名

が参加の子どもサビキ釣り体験教室がおこなわれました。主催

は、(株)ライフサポー ト関西。共催は岬町観光協会淡輪ヨット

ハーバ、協賛が日本釣振興会大阪府支部です。昼には34℃まで

上がる予報の快晴で、こまめな水分補給を指導する必要があり

そうです。

8,00開 会式。主催者挨拶の後、」OFI大阪から熱中症への注意

と 「魚とのふれあい、自然とのふれあいを楽しんでくださいJ

と挨拶。危険な魚に気をつけよう1知 らない魚や釣りの疑問は、

インス トラクターに訊くように !と指導しました。開会に先が

けて参加者にライフジャケツトの着用方法を指導もしました。

実釣開始早々、 「先生、魚が釣れた早く来て !魚がさわれな

い」と悲,乱 わいわい釣り場は釣れまくり。 「この魚の名前は?」

「毒があんの?」 「さわっても

だいじょうぶ?」とインス トラ

クターは忙しく、嬉しい悲鳴が

上が りました。 「ハ リが刺さった 1」 と呼ばれた時は驚きまし

たが、服の袖に刺さってお り、ラジオペンチとハサミで切 り取

り、大事にはいたりませんでした。

全参加者が魚をさわることができ11:00に 終了。釣 り場を生

徒、指導者全員で掃除しました。生徒は使った道具を水洗いし、

ウエスで拭き、乾かしました。

参加者全員、体の異常も事故もなく、無事故で終了。嬉 しい

ことに来年も釣 り体験教室に参加 したいと、生徒が叫んでいま

した。

(報告 :高木)

しました。その後、班別に分かれて各担当のインス トラクター

の指示で釣り開始。

最初は静かでしたが、アミエビが効いてくるとサッパやサバ

がまわり出し、魚とのやり取りを楽しみました。ボラが掛かり

大騒ぎもありました。

11:45に昼食休憩に入りましたが、釣りが気になって食事ど

ころでない子もおり、インス トラクターの食事休憩も短縮。

14:00に終了し、釣り場の清掃などの後片付け。参加者の中

には、初めて生きた魚を触つた子もおり、みんな、釣り竿への

魚信に満足されたようでしたc唯 一残念だつたのは毎年閉会式

で聞く参加者の言葉を聞くことができなかったことです。

その後インス トラクターは南港魚釣り園護岸に向かい、翌日

のボーイスカウト釣り章考査会に無事釣具を引き継ぐことがで

きました。みなさま、本当にごくろうさまでした。

(報告 :)|1鳴)

和泉市こども会とつとパーク小島つり体験会に協力(R6-9/21)

和泉市こども会主催のこどもつ

り体験会が9月21日 (土)に岬町の

とつとパーク小島にて開催されま

した。雨の心配もありましたが、

風が強い中で何とか実施すること

ができました。

夕まずめ狙いで14i30に 集合。注意事項や危険な魚の説明

後、全員ライフジャケットを着用して釣り場へ向かいます。

4班構成でこどもは合計11人.桟 橋から水面まで約5mあるこ

とと強風のため、仕掛けが流されてしまいます。何とか慣れ

てきたころ、イサキの稚魚やアジが顔を見せ始めました。先

端の班の釣果が厳しいようで、全班固まって釣 りをすること

になった矢先、サンバソウやガシラ ・チャリコも掛かりまし

大阪南港魚釣 り園護岸が来年3月まで工事のため今年は、開

催地を大阪北港舞朔‖大橋下岸壁に変更しました。スクール生12

名とその保護者および兄弟が7名。指導者5名、インス トラクター

7名の総勢31名での開催です。

インス トラクターは7:30に 集合 し、先客の釣 り人に事情を

説明して移動してもらつたり、車刈りなどをして20名が一緒に

釣れる場所を確保。釣具の準備も整えて到着を待ちました。

参加者は9:00前 に到着。

安全柵がないため、すぐに

ライフジャケットを着用 し

てもらい、)|1鳴インス トラ

クターが本 日のプログラム

を説明.東 田インス トラク

ターが 「危険な魚の写真」

や 「すきすきフィッシングJを 活用 し、簡易な釣 り教室を実施

た。ハオコゼも釣れたため、皆に見せて注意を促しました。

資源を大切にとの観点から小魚はなるべくリリースするこ

ともお願いし、17:00過 ぎの修了まで全員釣果を得ることが

できました。最長寸はサンバソウで閉会式時に上位3名の表彰

もおこなわれました。

前 日までの酷暑ではなく、

りを体験できました。スタッ

フやインス トラクターのみな

さま、おつかれさまでした。

来年も同様にこどもたちの笑

顔 とともにに実施できればと

思います。

(報告 :小川)

初秋の風を感 じて全員無事に釣

4韓コド 寝屋川市スポ
ーツ少年団親子ふれあい釣り教室 は69/翔
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日本ボーイスカウト大阪連盟かわち地区(釣り章)実釣をサポート偲6-9/29)
日本ボーイスカウト大阪連盟

かわち地区主催の釣 り章プログ

ラムが9月29日(日)に大阪北港シー

サイ ドプロムナー ド釣 り解放区

にて実施されました。

ライフジャケットを全員着用

し、開会式で室井インス トラクターより注意事項や危険な魚の

説明の後、22名の参加者は9130前 か ら5班に分かれて、インス

トラクターと共に釣 りを開始します。

サビキカゴからエサを出しますが、なかなか魚はいません。

しばらくして、ようや くパラパラとサッパが釣れ始めました。

インス トラクターも何 とか釣れるよう指導 しますが、群れが小

大阪南港魚釣り園護岸での実施が恒例ですが、今年は工事中

とのこともあり、 「堺浜 海釣リテラスJで の実施となりました。

10,00よ り開会式。主催の日本釣振興会大阪府支部と木田役

員、太井事務局長のご紹介に続き、簡単な安全講習を実施。ラ

イフジャケットは海辺から離れた駐車場からの着用と、実釣中

は脱がないことを徹底しました。

実釣りでは水深が乏しくサビキ釣りはやはり無反応。ただ、

少しキャス トが必要なサヨリ釣 りは順調です。そこで何名かの

インス トラクターがキャス トし、魚を掛けてから年を子ども達

に渡して魚の引きを楽しんでもらいました。自分でキャストし、

魚を釣ることができた中・高校生の生徒もいました。

最後までサビキ釣りの悪状況は変わらず、少し残念な1日とな

りましたが、諦めずに一所懸命にがんばる子たちの集中力はな

かなかのもの。閉会式後には 「また来年も」と手を振ってくれ

る子たちもおり、来年こそは 「釣れる」サビキ釣りをみんなで

楽しめればと思 います。

さいのかなかなか続きません。釣れていないスカウトの場所移

動をした結果、最後に釣り章合格の2匹が連続して釣れたスカウ

トもいました。

22名の参加者のうち数名が合格の2匹釣れなかったようですの

で、当日の欠席者と合わせて10月13日(日)に大阪南港魚釣り園

護岸で追試をする予定です。11:30前 には釣りを終え閉会式に

て大浦インス トラクターより講評があり、終了となりました。

大阪万博の大屋根が目の前に見える場所で、釣りの楽しさや

また厳しさも実感できたのではないでしょうか。指導者の方々

やインス トラクターの皆様、早朝よりお疲れ様でした。また来

年も元気な若者の笑顔にお会いできたらと思います。

(報告 :小川)

海釣リテラスで弘済みらい。のぞみ園秋の釣り体験教室佃6-10/0
なお、園の責任者から、今後のインストラクター活動の励みに

もなるメールをいただいたので全文掲載しておきます。

お疲れ様です。

本日は釣り教室で子ども達に貴重な体験を提供していただきま

してありがとうございました !実 釣中の子どもたちも非常に楽

しんで体験させていただきました。サヨリなどは天ポらにして

参加児童で実食させていただきました。みんな自分で釣つた魚

は普段給食で出てくる魚より美味しいと嬉しそうに食べていま

した。一日通して普段はできない経験をさせていただきました。

ありがとうございました !

協カインス トラクターのみなさん、おつかれさまでした。

みなさんのおかげで、釣 り教室を無事、無事故で終えることがで

きました。来年もよろしくお願いします。

(報告 :室井)

H部目脚い1 2024年度:全国縦断Fチャリティつり祭り in大阪に1脇力 (R6-10/19)
大阪北港舞洲シーサイドプロムナードで開催。雨予報で8:30前

には雲が覆い始めたので、午前中に終われるよう考慮するとのこ

と。会場案内には今年も落語家の 「立川志らら」師匠が来られ、

早朝から釣りをしている来園者に参加を呼び掛けておられました。

主催はNBC全国縦断チャリティつり祭り実行委員会。運営はNBC

大阪支部とその他38社の協賛がありました。実行委員会代表の挨

拶の中で 「チャリティつり祭りでの基金は滋賀県琵琶湖関係にラ

イフジャケットを寄貝曽した」との報告がありました。

開会式の後、水質調査を実施。見学に来られた釣り人に調査方

法などを説明。質問にも答え、調査キットは私たちの手作りであ

ることも紹介しました。

JOFI大阪のインストラクター4名は初心者指導や参加者サポー ト

をおこないましたが、サポート依頼が多く、来年は5名程度の協力

が必要だと感じました。釣果はサッパとサバが釣れる程度で、あ

まり良くありません。会場の巡回は計 3回おこないました。

10:30頃 より雨が降り出し、エントリーされている方も一部帰

られたので、閉会式時点での参加者はでは子ども6名、大人36名の

42名になっていました。11:30か らの検寸受付時には本降りとな

り、各賞の発表も豪華景品が当たる大抽選会やジャンケン大会も

雨の中で実施。両手で持てないほどの景品に満面の笑みを浮かべ

ておられる参力日者と主催者全員で記念写真を撮り、(雨の)チャリ

ティつ り祭 りが終了。参加 され

た方、スタンフのみなさま、ご

くろうさまでした。なお、閉会

式で予定されていた水質調査の

報告は雨のため、残念ながらで

きませんでした。

(報告 :物部)
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J聞轄諄沖〔 今年も「水辺感謝の日全国
一斉清掃デー」に参加(R6-10/20)

10月20日(日)に全国一斉 ・清掃デー 『水辺感謝の日』が日本釣

振興会大阪府支部の主催で開催されました。実施場所は泉佐野食

品コンビナート・北港舞洲‖大橋 ・北港舞洲‖常吉大橋 ・南港フェリー

乗場の4ヵ所で、計102名の協力がありました。JOFI大阪が参加し

た南港常吉大橋下の清掃活動には33名の協力がありました。

参加者はライフジャケットを着用し、ゴミ袋とトングを持って

二手に分かれます。2ヵ月前にも清掃しており、ゴミは少ないと

思われましたが、道路の縁石外側や草むらなどにペットボ トルや

弁当のカラ、釣具のゴミ、タバコの箱などが散乱しており、すぐ

に大型のゴミ袋が一杯に。イスや発泡スチロール、BBQ用金属ス

タンド、飲み残しのペットボトルなどもありました。タバコのフィ

10月 26日 (土)の天気予報は曇りのち雨。朝の気温は 19℃c少

し寒さを感じ、ジャンバーを着込んでに出発しました。場所は淡

輪ヨットハーバー桟橋。我々インストラクター 2名 は、8100に

はヨットハーバー駐車場に到着しました。

参カロ30名の予定でしたが参集できず、本国の生徒はバングラ

ディシュからの留学生と元高等学校教師の後見人の2名 のみ。大

阪動植物海洋専門学校で学ぶ留学生から、日本の釣り文化を学び

たいとの強い要望があり少数での開催を決定しました。

釣りには精通していないとのことで、釣り場の状況や季節によ

り釣れる魚種、危険な魚種の対処方法を説明。さらにマンツーマ

11月4日 (祝)、淡輪ヨットハーバの桟橋でファミリーフィッシ

ングを応援。本日担当のインス トラクター8人と
一
般応援者2名の

10名で、無事故で終了できるよう打合せをした後、釣具を釣 り場

へ.参 加人数分の竿、リ
ール、サビキ仕掛けをセットし、ライフ

ジャケットの貸し出しと、小学生などへの着用を手伝いました。

9:00に 開会式。主催者挨

拶のほか、インストラクター

より釣りに関する説明を実施。

その後、17家族64名を9班に

分け、インストラクターが釣

り場まで誘導しました.

早速アジ(15cm～20cm)が入れ喰いで、各班とも 「ワイワイ」

「ガヤガヤ」とインス トラクターにお呼びがかかつていました。

魚が4～5匹掛かつて仕掛けがダンゴ状に絡んで仕掛けの交換。6

本バリを3本バリに変更したり、根掛かりで無くなつたサビキカ

ゴを付け替えたりと大忙しです。 しかし、ハリが体に刺さったり

紙面の都合上、各活動報告には編集を力口えているほか、掲載のかなわなかった報告

:ミ 室』遷重い。  暑 畳昌
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ルターも多く、愛煙家には灰皿

持参をお願いしたいところです。

清掃活動は 1時 間強で終了。

ゴミは一旦無くなりましたが、明日からはどうでしょう?ゴ ミ

は放置せずにきちんと持ち帰るのは釣り人としての最低のマナー.

陸上のゴミがやがて大阪湾に沈み、拡散していくの放置すること

は看過できません。自然と対時する釣り人が率先してルールやマ

ナーを守って欲しいものです。

スタッフや参加者のみなさま、おつかれさまでした。次回の清

掃活動では少しでもゴミが少なくっていることを望むばかりです。

(報告 :小川)

ンで竿、リールの使い方や釣

れた時の対処方法を説明まし

た。1投 目から、1 5～ 2 5  c E l lの

アジが入れ食いで大忙し。釣れた魚を外したり、絡んだサビキを

新しくセットしたりで、インストラクターも大変でした。アジ以

外にもイワシ、アイナメ、ガシラやチヌ、チャリコ、グレ、アイ

ゴも含め、釣果は200匹ほどに。もつと釣りたいとの要望があり

ましたが正午に終了しました。

初心者が入れ食いの釣りを体感できたこと。なにより、無事故

で終われたことがとても良かつたです。 (報告 :高木)

は6-11/0

等の事故は無く、最後まで無事故で終わることができました。

11:15終了の後、参加者全員でゴミを拾いやデッキブラシでア

ミエビのよごれを落として
“
釣り場の掃除

"。
最後に、年十リー

ルの汚れを落とすため指定場所まで持つていきました。

[参加者談]

こんなにたくさんの魚が釣れるとは思わなかつた。

初めてで持参したクーラーも小さく、魚が入りきらなかつた。

もらつた大きな発泡の箱で、全部持つて帰ります。

最初、魚をさわれなかつたけ

ど、まわりの子がさわつてい

るのを見て、自分も魚をつか

んでクーラーに入れることが

できた。

また、来年も
“
フィッシング

教室
"に
ぜひともきたい1

(報告 :高木)

J博宮目置浄
H〔山甲蜘,1銅労合十競会、す翔り宮究宣妻調設t卦 (R610/26)

援応室教グンシツイフ一
‐―
ソ
ヽ
ヽ
ヽ
アフ様八

日
組働労業工ンキイダ


